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● 建設業界の労組がナフサ供給不足で支援や対応を関係省庁に要請 

  

建設業界の労働組合でつくる建設アクション実行委員会は 5 月 8 日、中東情勢の混乱が中

小建設業の経営を圧迫しているとして、経済産業省や他省庁に、要請書を提出しました。 

これに参加した丸山健二さん（県建設労連書記次長）が、フェイスブックに公開した記録

を紹介します。 

 

これを読むと、中央省庁の官僚の現場の声を受け止めない異常な対応に呆れます。 

 

5 月 8 日、衆議院議員会館において経済産業省、中小企業庁、財務省、厚生労働省に対し

て仲間の悲痛な声を届けるべく要請行動を行いました。 

「ナフサショック」ともいわれる事態によって建設現場が危機的状況にあります。 

 

 

特に塗装や防水工事の仲間からは『コロナよりも酷い』『このままの状況が続けば時を待

たずにリフォームは壊滅的状態になる』『助けてください』といった声が組合に寄せられて

います。 

組合に深刻な声が寄せられる一方で、政府が発出する情報ではナフサは足りているである

とか、目詰まりは一部のみで起きているなどと、一貫して楽観的な現状認識ばかりであ



り、そのため厳しい仲間の現場実態を反映した施策は行われていません。 

 

国として少なくともコロナ並みの事業継続への支援や雇用維持の施策を、緊急に行って欲

しいと要請をしました。 

 

現場の切実な声を訴える我々に対して、各省庁の回答は、現行制度の活用を促すのみの回

答が多く、『コロナの様な特異な状況にはない』という立場を一歩も出ない、率直にいって

ゼロ回答と表現をせざるを得ない回答でした。 

雇用調整助成金の特例申請を創設する事を求めた場面では、3 か月を待たねば申請ができ

ない制度について『小零細企業は収入が途絶えてしまえば 3 か月も保たない』といった声

や、涙ながらに『日本が誇る建設の技術を未来に残させてください』と雇用維持に支援を

求めました。 

 

そもそもが、アメリカによる違法な戦争が引き金となり始まった今回の危機に私たちには

何の責任もありません。政治の責任で建設産業を救う施策を行うように、粘り強く求めて

いきます。 

 

財務省の要請では、防衛特別所得税の中止を求める要請の回答に、財務省側から『平和で

豊かな暮らしを守るために防衛力の強化が必要』という回答がありました。 

平和憲法を持ち憲法 99 条によってその擁護義務を負う公務員としてどう考えているのでし

ょうか。 

 

今回のナフサショックを引き起こしたのも戦争によってです。 

自他ともに認める世界一の軍事国家であるアメリカが国際法違反の戦争行為を繰り返す中

で、日本の軍事力強化は決して平和を連れては来ないとあらためて感じました。 

 

そして、わが国の国家公務員がなんのてらいもなく、平和のために防衛力強化をと言うこ

とに非常に違和感と危機感を覚えました。 

丸山健二さんの Facebook より（一部省略） 

 

 

◆ 等々力緑地・工事中も市民の利用に最大限の配慮を！ 

 

昨年末から始まった工事は元ミュージアムの解体、新陸上競技場の建設、釣り池周辺の樹

木の伐採・整地、外周園路の整備などが同時に進められています。 

等々力緑地の大部分を高いフェンスで囲い、通れるのは狭い通路だけとなり住民は驚いて



います。 

 

３つの工事会社が工事予定地を広くフェンスで囲っているため、今利用できるのは、催し

もの広場とフロンターレ公園、桜の園だけになりました。 

限られた空間で子どもたちが遊び、市民がこの広場に憩いを求めて集まってきています。 

 

<工事が進むにつれ、さまざまな問題が発生しています。＞ 

 

・四季の森の樹木がほとんど伐採されました。 

まとまった樹木は保全する。という環境アセスメントに違反しています。 

 

・新陸上競技場建設現場で地下の湧水が噴き出し、夜中も排水の騒音が響いて住民から苦

情が相次ぎました。 

多摩川の河川敷だった地面です。 

湧水を止める工事などで、事業費が膨れ上がることが心配されます。 

 

・パーク株は工事中も稼ごうと様々なイベントを開催していますが、市民がわずかに利用

できる催しもの広場が占拠されてしまっています。 

 

・なにより事業費が当初の２倍の１２３２億円に膨れ上がった内容の詳細が明らかにされ

ていません。 

さらに中東戦争で原油が高騰し、市税がつぎ込まれることに市民は納得できるでしょう

か。 

 

<フェンスで入れなかった藤棚が開放されました。> 

 

５年間にわたる工事期間中も、市民が憩える緑の広場と通学路・生活道路を確保し、緑地

の環境を守ることが求められています。 

いつも等々力緑地を犬の散歩で歩いている近所の方から、「フェンスで囲われた釣り池藤

棚周辺は半年も工事が行われていない。」「せめて工事が始まるまでは市民に開放してほし

い」と要望が出され、市や等々力パーク株に要請していました。 

 

住民の熱意が通じて、このほど釣り池藤棚前のフェンスが開かれ、市民が入って休憩でき

るようになりました。 

早速子ども連れの若い夫婦が藤棚の下でお弁当を広げていました。 

 



<通学路の確保を要望> 

 

２年後に外周園路が完成すると、中央園路が通行止めとなり利用できなくなります。 

中原小学校に通う児童は、釣り池の外を回り西丸子小そばに通じる外周園路を使うことに

なり、これまでの２倍近い遠回りとなるとともに、人気のない外周道路は治安上も心配が

多い通学路となります。 

 

川崎市はパーク株にしっかり指導し、子どもたちの通学路を確保するとともに、災害時の

避難場所の確保もしっかり対策をたてるよう求めます。 

 

<市民に安らぎを与える緑地へ＞ 

 

樹木の伐採を最小限に抑え、豊かな緑の中で市民が憩える環境を守って行くため活動を続

けています。 

共感できる方はご連絡下さい。一緒に力を合わせて行きましょう！ 

 

等々力緑地を守る会共同代表 吉田、橋本  

  

 

★ お知らせコーナー 

 

①  学習会「水道料金の値上げは必要か？」 

 講師 井口まみさん（日本共産党川崎市議）  

 5/20(水)18 時半～20 時 

 エポック中原第３会議室  

 主催 川崎民主市政をつくる会 

 連絡先 044-873-8655 

 詳しくはこちら 

 

② 川崎市上下水道局出前講座 

 5/29（金）13 時半～ 

 多摩市民館 大会議室（3 階） 

 上下水道局から職員の方が 7 名で説明と質疑を行います。 

 テーマ１ 料金値上げについて 

 テーマ２ 異常渇水、神奈川の水の確保はだいじょうぶか 

 連絡先 町井弘明（090-7944-5636） 

https://newkawasaki.jp/2026/05/04/post-5736/


 

③ 学習会「水道料金の値上げ問題をどう考えるか」 

 講師；平岡和久氏；立命館大学名誉教授 6/5(金)18 時半 

 川崎市総合自治会館・大会議室 

 参加費無料 

 Zoom 配信を予定。 

 お申し込みは、info@jcp-kawasaki.gr.jp 

 主催；日本共産党市議会議員団 044-200-3360 

 

④ 平和をきずく市民のつどい 

 6/7（日）10 時から 15 時 

 会場 川崎市平和館 

 記念講演 弓狩匡純さん（作家・ジャーナリスト） 

 主催 「平和をきずく市民のつどい」実行委員会 

 後援 川崎市、川崎市教育委員会 

 ※ 舞台と展示で、平和をアピールする市民のつどいです。 

 連絡先 090-1458-3102（柴田） 

 

⑤ 教育無償化を考える講演と交流のつどい 

 「小学校給食の無償化実現！そして、その先へ」 

 講師 福嶋尚子さん（「隠れ教育費」研究室） 

 6/13（土）18 時～20 時 

 川崎市総合自治会館・会議室(JR 南武線・武蔵小杉駅下車） 

 資料代 300 円 

 主催 学校給食の無償化を求める川崎市民の会 

 連絡先 石倉博子（℡ 080-1041-9495） 

 詳しくはこちら 

 

⑥ 台風 19 号多摩川水害原告団総会・学習会 

 異常気象続く中で河さ k 氏の水害対策は大丈夫？ 

 講師；中山幸男さん 元国土交通省職員 

 6/22(月)18 時より総会。19 時 15 分より学習会 

 エポックなかはら 7 階大会議室 

 詳しくはこちら 

 

★編集後記 

mailto:info@jcp-kawasaki.gr.jp
https://newkawasaki.jp/2026/05/11/post-5758/
https://suigaino.wixsite.com/tamasui/%E8%A1%8C%E5%8B%95%E6%97%A5%E7%A8%8B


＜「i-Tree」との出会い＞ 

 

日本の学術研究が、軍事利用にのみこまれる懸念が現実化してきました。 

そんな流れの中ですが、最先端の科学の力が、地球環境を守り、平穏な生活を守ろうと願

う市民の運動と響きあうときに、科学の力は市民に大きな寄与することを実感する体験を

することができました。 

 

川崎民主市政をつくる会は、5 月 16 日「＃チェンジ川崎：講演と交流のつどい」を開催し

ました。 

千葉大学の加藤顕先生の講演「森林の多様な価値を可視化する技術」を聞き、真のカーボ

ンニュートラル実現のために都市の森や街路樹の大事な役割が一層あきらかになりまし

た。 

 

加藤先生は、都市の緑が持つ価値を評価する「i-Tree（アイ・ツリー）」の最先端の研究者

です。 

「i-Tree」とは「樹木や都市の緑が持つ『環境価値』をドルや円のような金額で「見える

化」するツールです。 

 

「木を植えると環境にいい」とは分かっていても、具体的にどれくらい良いのかを説明す

るのは難しく、これが各地で起きている樹木の大量伐採につながっています。 

しかし、「i-Tree」を使うと、1 本の木や地域の森が、年間でどれだけ貢献しているかを具

体的な数字で示すことができるのです。 

 

ニューヨーク市では、多くの市民が協力し、i-Tree を使って市内の全部の樹木の調査を実

施し、街路樹や公園の樹木を増やす取り組みを楽しみながら進めていることがわかりまし

た。 

加藤先生は、日本でも市民と一緒に緑の価値を明らかにし、カーボンニュートラルを実現

しようと呼びかけました。 

 

加藤先生の足元の地域から地球規模に広がる壮大なお話を聞いていると、「勇気凛々～」

と口ずさみたくなりました。 

後半は、等々力緑地を守る会の共同代表の橋本稔さんが PFI 方式の等々力緑地再整備工事

の現状と住民の運動を報告しました。 

 

工事がすすむにつれてさまざまな問題が発生しています。 

市民の憩いの場であった「四季の森」の樹木がほとんど伐採されました。 



 

「まとまった樹木は保全する」という環境アセスメントに違反しています。 

川崎市の等々力緑地再整備計画は樹木の大量伐採が進み、地域の自然環境、歴史、そして

市民の憩いの場をどう守るかという点で重大な局面を迎えています。 

 

こんなときだからこそ、加藤先生のお話を生かして、例えば、『等々力緑地の“みどりの価

値”を測ってみよう！』というイベント企画はどうでしょう。 

ただの勉強会ではなく、参加者が実際に体験できる「市民参加型ワークショップ（調査イ

ベント）」にすると、大いに盛り上がるかもしれない！など、アイデアが広がります。 

 

どなたか、ごいっしょにまず「i-Tree」をインストールして、樹木調査をやりませんか。 

この場を借りて募集します。 

 

お声をかけてください。 

川崎の緑を科学の力で守りましょう。（Ｈ） 

 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 

川崎民主市政をつくる会 

〒211-0011 中原区下沼部 1880 

お問い合わせ 

mailmag@newkawasaki.jp 

公式ホームページ 

https://newkawasaki.jp 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 

  

 

mailto:mailmag@newkawasaki.jp
https://newkawasaki.jp/

